[bookmark: _GoBack]ユネスコスクール八名川小学校の研究とその価値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江東区立八名川小学校長　手島利夫
ESDの全国展開とユネスコスクールの役割
昨年8月に日本ユネスコ国内委員会教育小委員会ESD特別分科会から、「持続可能な開発のための教育（ESD）の更なる推進に向けて」が取りまとめられ、（1）ESDを広めるための取組、（2）ESDを深める（実践力を高める）ための取組、（3）国際的にESDを推進するための取組に分類して、推進方策が提案された。ここでは、ESDの推進は、ユネスコスクールだけでなく学校教育全体を通じて取り組むものであることが明確に示され、国内外における推進拠点としてのユネスコスクールの進むべき方向性も示された。

日本と世界の未来を見つめ、指導要領を改定する
また、これと呼応するように、文部科学省教育課程課より企画特別部会「論点整理」が示された。これは次期学習指導要領作成における基本的な議論をまとめたものである。
そこでは、
「２０３０年には、少子高齢化が更に進行し、６５歳以上の割合は総人口の３割に達する一方、生産年齢人口は総人口の約５８％にまで減少すると見込まれている。同年には、世界のＧＤＰに占める日本の割合は、現在の５．８％から３．４％にまで低下するとの予測もあり、日本の国際的な存在感の低下も懸念されている。また、グローバル化や情報化が進展する社会の中では、多様な主体が速いスピードで相互に影響し合い、一つの出来事が広範囲かつ複雑に伝播し、先を見通すことがますます難しくなってきている。子供たちが将来就くことになる職業の在り方についても、技術革新等の影響により大きく変化することになると予測されている 。子供たちの６５％は将来、今は存在していない職業に就く（キャシー・デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授））との予測や、今後１０年～２０年程度で、半数近くの仕事が自動化される可能性が高い（マイケル・オズボーン氏（オックスフォード大学准教授））などの予測がある。また、２０４５年には人工知能が人類を越える「シンギュラリティ」に到達するという指摘もある。このような中で、グローバル化、情報化、技術革新等といった変化は、どのようなキャリアを選択するかにかかわらず、全ての子供たちの生き方に影響するものであるという認識に立った検討が必要である。」
などと、具体例を示しながら、２０３０年の社会と、そして更にその先の豊かな未来を築くために、教育課程を通じて初等中等教育が果たすべき役割を示そうとしている。
　
ＥＳＤの視点を踏まえた次期学習指導要領の改定と本校の研究　
「論点整理」では、これからの社会では日本における従来の教育観や指導観では対応できないことを認め、持続可能な社会の形成者をどのように育てるかといった視点から、大胆な検討と改善を進めようとしているのである。それは、次のような図で示された次期学習指導要領の構造からも読み取れるのである。
1 　縦軸に教科等間の往還（カリキュラムマネジメント）　
　各教科間の壁を無くし、教科と総合的な学習、特別活動、道徳等の間の壁も無くし、
往還しなさいというのである。そうかといって、意味なく往還させるわけにもいかない。そこで、視点を持って学びをつなぐことになる。すると、そこにはESDカレンダーの姿が
浮かんでくるのである。そして、学びを結ぶ視点は、環境、人権、多文化理解など持続可能な社会へのキーワードであり、学びに活かせる学習スキルなのである。
2 横軸に、総合的に育成する学習プロセス
「教え込みではだめだ」ということである。学習者が本気になって主体的に学ばない限り自分のものにならない。借り物の知識では困難な時代を切り開くことなどできない。
だからこそ、学習者の「学ぶ心に火を付ける」ことが求められるのだ。「アクティブ・ラーニング」等といって形だけ体験等を取り入れても、学習者にとって意味が感じられなければ、単なる活動に過ぎず、よりよい社会や世界を意識した実践力・行動力にはなり得ないのである。
3 対話による深い学びも重視する
「みんなで学ぶから楽しいし、深まりのある学びが生まれる」のである。公平な人間関係を基盤にした学び合いからは、楽しいだけでなく、１人では気づかなかったような多様なアイデアや突拍子もない意見が飛び出す。そこに、困難な課題をブレークスルーする貴重な異見が潜んでいるのである。学習の流れの中で、個人と他者をつなぐ対話力の育成を
も図っていかなくてはならない。これが今年度の課題でもあったのだ。
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このように見ていくと、本校の研究は、次期学習指導要領で目指す学びそのものであり、ユネスコスクールが取り組み、発信すべき研究や内容が詰まっているようにも思う。
　このような研究も、多くの学校や研究者との交流によって磨かれてきたものである。国内外の学校や関係機関との交流は以下のようである。
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	インドネシア共和国　グリーンスクール・スメダン教育視察団来校受入れ　
姉妹校提携
『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催
全国から９校の事例の発表（９０名参加）
　東京大学大学院教育学博士　　北村友人先生　講演
　　　「２１世紀の日本の教育を考える」
日本ユネスコ国内委員会ＥＳＤ特別委員会に参加　資料提供と提言
（４／１、５／１８、６／６、７／２４）
プラスエムＥＳＤシンポジウムにパネリスト派遣、事例提供
校内研究会　講師　目白大学人間学部長　多田孝志先生　【通年講師】
「２１世紀に求められる教育とは～対話の視点から～」
「持続可能な開発のための教育１０年」推進会議にて
　　　　「岡山宣言を活かすＥＳＤの推進」について提言
板橋区立志村小学校　校内研究会に講師派遣
「ＥＳＤの視点に立った算数教育」
芝浦工業大学より学生６名来校「ＥＳＤ研修会」として温暖化模擬授業に参加
江東区温暖化対策課と連携授業実施「カーボンマイナス子どもアクション」５年
日本ユネスコ国内委員会が「ユネスコ／日本ＥＳＤ賞」の日本代表事例として
本校実践を推薦
マレーシア９街区小学校より、児童１１名を含む１７名の視察団の来校受け入れ
６年と交流
目黒区立五本木小学校に講師派遣　「学びに火をつける指導のあり方」
東大和市議会議員によるＥＳＤ視察受け入れ
ＥＳＤ円卓会議に委員派遣
校内研究会　２年　生活科・国語「町のひみつを教えたい」講師　多田孝志先生
滋賀県立大学人間文化部教授によるＥＳＤ訪問受け入れ
ユネスコアジア文化センターより来校「ＥＳＤの推進について」
高崎市立六郷小学校校内研究会に講師派遣
「学ぶ心に火をつけろ！ＥＳＤの視点に立った問題解決的な学習の進め方」
校内研究会　３年　理科「ゴムや風でものを動かそう」
大垣市教育委員会・大垣ユネスコ協会主催　ＥＳＤ校長研修会
「ＥＳＤで変わる学びの未来」
福島県只見町立朝日小学校よりＥＳＤ研修受け入れ
海洋教育研修会（本校会場）にて、ＣＯ２削減に向けた事例発表
参加者約３０名とＥＳＤ交流
インドネシアユネスコ国内委員会事務総長イブ・ノル様、インドネシア文部科学省
イブ・サンティ様の来校を受け入れ　ＥＳＤカレンダーの活用について交流
文部科学省・福岡教育大学主催による「ＥＳＤセミナーin福岡」に講師派遣
校内研究会　図工「ペーパーつむつむ」　講師　多田孝志先生
大阪から来校訪問を受け入れ　資料を提供
校内研究会　１年　算数「どちらがおおい」　講師　多田孝志先生
スウェーデンウプサラ大学Staffan Svanberg氏の訪問を受け入れ　
４年生のえこっくる江東の見学に同行し、区の温暖化対策課長等と意見交換を行う。
深川江戸資料館にて、６年生が子ども解説員として深川の歴史を語る。東京都教育
委員会指導主事をはじめ、多様な参観者が来館。深川小学校５年生やＫ－インター
ナショナルスクールからもそれぞれ５０名程が来館し、参観・交流が進む。
当日の様子は教育新聞の記事として広報される。
「低炭素杯2016」でファイナリスト賞を受賞５年「私達の手で地球温暖化をふせごう」
校内研究会　４年　総合「ごみとわたしたち」
広島県ユネスコスクール連絡協議会に講師派遣
ユネスコスクール深川第一中学校の校内研究会に参加し実践交流する。
展覧会に姉妹校であるインドネシアのアルヒダヤ・グリーンスクールのコーナーを設け、
児童の様子や作品等を写真展示する。
ユネスコスクール全国大会プレイベントに参加
ユネスコスクール全国大会にて事例発表する。
　　　「ユネスコスクールにおける学校経営のあり方」
校内研究会　６年　社会・総合「私たちの願いを実現する政治」講師　多田孝志先生
校内研究会　５年　社会・総合「これからの工業生産とわたしたち」
　講師　聖心女子大学教授　永田佳之先生
『八名川まつり』を開催　　　
全校児童によるＥＳＤ学習発表会に、近隣の幼稚園・保育園、インターナショナルスク
ールや地域住民、新居浜市教育委員会をはじめ、島根県太田市仁摩小学校、福岡教育大学、五井平和財団など、教育行政、大学教授、教員、研究者など多くのＥＳＤ関係者が来校。
東広島市立入野小学校で開催される環境省「平成２７年度ＥＳＤ環境プログラム実証等
事業に係る研修会」に講師派遣
ユネスコスクール・ネットワーク会議に参加
『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催、南九州大学・愛知県あま市立甚目寺小・大牟田市立吉野小の事例発表、大垣ユネスコ協会、広島県江田島市立三高中学校、武庫川女子大学、聖徳大学、青山学院大学、北九州市立鞘ヶ谷小、天沼小、済美小、聖徳学園中学高等学校宮崎県綾市立綾小、などの学校や、ジャーナリスト、ＥＳＤ関係者が参加
宮崎県五ヶ瀬町立坂本小学校から視察受け入れ
「低炭素杯2016」でファイナリストとして参加　５年

三重県名張市立薦原小学校　校内研究会に講師派遣


また、姉妹校であるグリーンスクール・スメダンでも、インドネシアのESDを推進することができた。
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インドネシア   グリーンスクール・スメダンのソニ校長からの報告 2015 年 11 月 11 日   Mr   Tajima, we are really sorry that we just contact you so late. With honor, we want to say a  million thanks for welcoming our visiting last February . We are so excited to apply all of the  things about ESD Program that we got during our visiting to Yanagawa   Elementary School. Here we  present the progress that we have done since February until this day. Besides some photographs  of learning activities. （今年 2 月に本校を訪問されて以来 のご努力が報われ、大きな成果となりました。）   We have made global ESD Calendar as same as Yanagawa Elementary School  made.   （ 私どもは八名川小のように ESD カレンダーを創りました。 ）                             Academic Calendar for a year (2015 - 2016), for this calendar we did the same like Yanagawa  Elementary School.   We try to expose the ESD program into our government. Fortunately, our government  give a good  respond for ESD Program .   ← インドネシア政府に対し、 ESD の進め     方 について説明するソニ校長先生       私たちはインドネシア政府に対して ESD プログラムの説明を する機会 を得ました。そして、幸運なことに、 政府からは ESD プログラムに対し て積極的な反応 （国を挙げて ESD カレン ダーをもとにした教育を推進しようというこ と） をいただくことができました。  


